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一、ダをと凝ンため）にγ一線スペクトル測定法轍多く罰）利点をもウている。こグ）ためには，高度一

な要求を満たすための精密な装置（機器）が必要である。多くの方法では，いくつかのゲータ

は，数個び）記録系統をもつたシンチレーシ灘ン熟ベクト灘メー黄一である．

こん轍ちいくザ）か紛スベクトル測定法が発展している。すなわち，γ雪法，スベクトル測1竃

γ検贋，中性子の捕獲の際のγ線スペクむレ測定法，放射化法その他である．

襟！欝・らの方法は広く応用きれ，掘桝羅）いくつか疑1）元素および各種データゲ）定量測定¢）ため

に利用されている。例えば，鉛・水銀・雲母・錫・鉄・カ！ノヴム・ウラン・トリ贈ム・畷ンガー

ン・鋼・訟ツケル・アルミ瓢雪ンム・その他薪）各種ヂータ1鉱物騨）有効原子番饗，密嵐石炭の
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グトル法。
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準㌶メ…声一であり警　こオ鋳まより斜厳蓋無なヲ拶馳ぴ現、茎蓉聾肇饗麟蔭こ流1え篭》煮とができ悉馨

　得られた拡大スベクトルは，対応する’黛デルから得られた同様醸堺・ベク1ゾL・と対地して解釈

さオt，る砕　鑑オ至，はもつとも簡§箋1娠ソブ澄ミの 一つであ需烈｝。、

　鹸』初の3・．：）のメ、ペタトノレ1瑚黛薫法のいく吃）か疏〉可禽旨謄t三および蔚ンチL誰一・ン灘ンスペクト群メー

ターのメ鞍主童データ砂シ襲1穴を／爽霧寸乱〆．／てうΦ

置．天然鉱体にお汁懸唆嬰ン・卜華ウ為および力繋ウムの分離測定

　文献（亙～醇）で魏セ線、スペクトルの分析および鉱石中瓢おけるウラン・トリゆム分分離

損賑葦のためφ，また1鉱霧蓑季量に講婁／ナ擦ウ漫ン轡トリゥム・プ」乱いンム◎査〉欝陰鎖賑蕊疏1きた凝）疏）撫導走最適

条件選択硫関す類灘蓼が述べられている．

　擁駕麟藁馨桑では糞ぶ善表さ才もた研修驚のなン》では三充査》角犀明され、ていない問題が季寅簿かされ・る幹

　案験の基礎には磐線スペ列・ノ犀）測定／ことケぐもつとも有利な部分が抽だされ，また測

定器の瓢ネルギー一一分解能，安定魔，ツンチレータ…諾）サ塚ズその他の要悶の分離測定（期椿度に

、対する薄碁響が考海謙され、た。

　農茎然条件におけ恐ヴ嬰ン・ト艸ム・ゾ甥ウムの定量測定物線スベクトル法¢）基礎として

ウラン・トリウム系列およびK鱒の努線の各種スペクトルがあ恐．

　ウラγ系列における基礎的な物線は勲醸および験濾，槍ハンム系列ではMI岬騙，亙磁丁至急，

ヒ丁懇難容「鷲紙二9お、歓び丁観鷺揮である競

　縄知紛よ噛こウランね・の匁趨身の放射線は酬線であ艦それゆえ，ここでは1・リウム

の分離測定法は間接的方法であ鷲）．ウ畢ンの真の測定のためにはウサンと讐ジウム閥の放射平

衡のずれを訂正する必要があ為、、一 一般に自然物のなかに宥二在す導ト1ノウム系列O！l）核種¢購で慧

敏射平衡は破ら浪、ないことが認められているひ　しかUこのこ、擦改，常紅そうであ蔦訳ではな

い“

　第葱蓑にはもつとも強いヴラン・ト恥シム系列のγ線がボされている　（7，S〉、
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　　　　，プ四ゆムアイソi…ブ混舎物におけ養そグ）奮有率㌢＝類．（）鷺霧である雛
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難×5㊧凱，混入鉱物の物質継成の，分離測定精度／ごこ与えそ）影響を評嫡すゐ際，禽効原子番号

を変化審せ難不純物として鉛塩．お柔び水銀塩麟期／した．
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鍵1質誘周査1響端報　（第i7巻　第熱簿）

　γ線スベク1・ル濁1定は，　シングルチヤンネル型．の半自鋤シンチレーシ難ン学線熟ベク塾舞

舟飾A聾凱鉱び魁越ブノ酵ンヂプ野タ棚スペ磐撃盤メー外を鱒撒、て行なわれた．

シンチレ偏一ターとしてはN躍（Tl）を用レ、たゆ

　スベク1購メーター1こは光電増倍管《熱y磯3が｛吏用された。ヂスタリミネ～ターのチヤン

ネル幅に微分スペグトル測定の場合4鍵鳥Vにとられた．測定中毒計器不安定、度は○，7％よ

り悪く轍なレ・。一一鯵の測定ジ）平均ご．乗誤差は，スペクトルの初めでは亙駕，最後では3駕以下

分離測定」．）ため紅選択されたスベクi・ルのチヤンネル位愚！で，測定は数幽繰返されノ慧。

ウランおよびト！ハシムの分離測定

　分離灘定の2つの考錺脅を検討してみ、ぬう。第蓋の場合はウ嬰ンおよびトiノウ．ノ、の品位は○，07［

駕．以．、無あ参多婁霧露◎毒勢禽1、よ○．鑓、．％以下である沿

　第！の場会はカリウ！・・の艶線¢）影響は無視できる、，第2の場合，カジウムの影響は決定離

な蓄黄害／を菟、つて『い葛静

　第1ぴ）場舎，分離、測定の課題捻，藷つの等式を解くこ、

　　　　　徴穐十へ館玉瓢Aへ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
　　　　　鐸三ま鵡十鵜鞠離入7慧

　蕊と轟韓二》一単億濃度のウ響ンとトヲウム／票準（モデノレ）からのエネノレギー紛1襲剰飛さ糞、た一・

定硲チヤンネル飽鶯にお嫡るか！ンント数む

　瀬菱と館gはウラしノとト》峯ンムのΣ控め疹れ、ξ1）1鴇く立の

　！級と2▽譲ζ憶ウ誉ンと1・リウ・ムのli議奏舞蕃；不1霧の1鉱そ三f漆碕1）（ノ郎瓢ネノレギーの一5建麺彗選夢ミさ才むゾ訟チ

ヤソネノレ泣鐙紅お1，『る爵ウント数“

　（甚）1式から鷲生と露z紅関し／て次式が得られ，恐萄

　　　　　館β駕鍛』誉鯖乳徽幽拶・＋雌幽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
　　　　　糧一磯激『驚欝一為揮ピ1一端瓦

　鵡鉱践βの係数は・　ウ謄ンおよび摂／ゆムの品位の明らか癒騰ツゴルで測定器を標準化す

る際に必要な精度に決められる。
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　　　　　、、鉱ウ夢ン、1・f、1こびト1ノウWご、系ダ蕪のγ…覇鵡欝感鷺（馨1さ）の謎金が｛、凸、と峯、ブくき1．・よう醸鷺
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　ト1ノ鋤ノ、麹賦の雛蜜分llヴン饗編ξスの気クトノミノには｛）．233海懇V，　（｝，5薯黛泌融V、　（），朕）7嵐痩（へ7，　］、δ6

縫奪V才、ぐよび1～．鑓縫奪Vが分離されていぞ）、、結晶の分解能が怨．繊短）場合，γ線スベグトル

はき　トリウム翻1では2．7蛍短v，クラン翅1で微鷺．馨篤簸v，寮たカリヴ．ム鐘義で1。よ璽．馨鱗（ヤvなハ濫
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リゥムび）濃慶（ノ枇に轍関係なンく，総体的瓜濃度の値としてのみ決定窓れる。
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鉱！末税場轍おける元薫定 暴こ関するγ一線エネルギー分’難融懲ヂドの1覇題礁磁、臨光雄、1，◎

すべきである肇なぜならこ乙で1，鋤ウンi・数分変化c儀揖恥（あ捺い1、娯紛．熟ベタトルグラ

フの勾窒発）嫉苧慮の運i≦響藤叢葺薩鈷，．、し、1ζ選択されたインダーババ、頁り棄8工小さく，i．翻躍韓）変．嚢摂こ欝虞関

係ないからであ孫驚

　上隣　二組（ノ、）選劉闘値は唯一 躍遅撹．y箒，、1二ない。結晶」．＞大ぎさ紅応じて飽滑’選一別闘値を選択す

るこし輩もでき礁9　躯1えξず鷺γ牒一（1．6難驚V法㌢、よび鷺偽薫叢、．8・匁2．（｝蕊蚕Vぴ，）タ〉離詮のノ1寵鶏菰1融ζ｝、叢

M礁v酎叢、，嚢銭蓄融v融1範闘漆罫ク箏ン・愛，護蕪翠／闘ず直ぴ　壬意、グ．）二黛、tを蝶主尺壌帖る嫡，〉ン葵、よい，藷というぎ，よこ

の場合，　（三）の等式は互いに差が小さ1織あ縣碗へ）そいて測定誤差は非常轍大きくなる

籍ぎ能雛三があるから｝鷺ある聾

　闘値ド）ひとつとして積分カクントを絹いる鰐恕混入鉱物も醜質組成膚密度の相違から噛ラ

ン～二1・ジゆムの羅綴鷺額賑薫にミ慧いてプくきな謙暴一差漁漫無摩ごる1二と｝があ恐票

　分離測定の際，微分選別』濡使用する鉱とでよい結果が得）れ蕎。なぜならこ碑．謬禽，鰐乃）

等式にとつてトリ少ムのヴ讐ン当量の♪ヒは積分選別の屡　達よりもよく選択され．（第窯衰）また

箏鰻欝駅こ’審1簿華泉のノくツクグラウント等、柔ないΦ

　ウランとト恥クムの分離測定の精度倉観、穂、から物線、スベクトルの最適領域1’、章こ全分離係数鱒

以上の譲蹄ビ護．．蓋～i．3騒台V（i・恥㌘．ムのヴヲン 当議○．窯2）および覇娠扁譲，○一2．7M諭V

（トリ謄躍）ウラン当量黛．劔の範囲で、る韓

　上記エネルギー一のインターバルでは『積扮選別（ノ）鳩合と同様，唯一・のものではな矯“機器特性

紅応じて（陶肇の径，曝ミた不安定度の大き瀞その他），他 ，踊ン峨一バノ睡「）二纈．を選択す桑就

とがあ擦Q例えば蕊．○一4、．鱗鷹eV（ト拠餌鼠の筆ンラン当黛○．鱒お，紅び王，倉～2．7M脚（ト

・1巨ンムのウラン当量黛．3器）などであ≧1｝、，

ヴラン薗トジヴ．ム雌鷺よζ罫力登ウム猷、屡庁醸鐙鷲蕊

　ヴランお．1；びトリウムの1農度が小さい箋揚合，分1離損窮定の緯争度頓；カ！ノ穿ムの廓覧養三に。享いひて爆夢饗三

零れ㌧）。　二鍵場含分離測聡し嘱踊題は次の3つの等式を解くこ慕こあ難駄

　　　　　　載職一1 へ蕪慧　L　ら愛～嚢講！ゾ1

　　　　　　碗驚t－1一錫肇鞠十　騒愛露暴罵．／》2　　　　　　　　　　　　　（3）

　　　　　　鵡織十む1謬隷十　｛嘱・3幕！Vs

　講，轟，5，露および．麗韓、寒式（i）1こ激穿1ナる場禽と同一践海ず欝1ル表　　ヂ導ウラン濃膜1は次式．プ

ら決ン護灘オミ．毫、き　（《触繍｛｝ご浅　合）

　　　　　　　　＿　　一掘v轟匡張軒N騰〆達　トA孔≧（善罫晦一醒“）
　　　　　　鵠皿㎜　　53（総糞《ン至一瀞隻ボ譲）一纏壽（轟ま雛、…菱1｝棄み業）

　　　　　　　　諾π為ノVゼ鼻鼠、銚率ぐ取鴎　　　　　　　縫）

　ここ二．で，峰隻，β呈，および麟　の係数は〃ラン，トリヴムおよび声ジの1農度暗が既勲。賛、）蔀デルで

・室灘痘難器；嚢樗繕鱗ヒ講鴨るとき紅1汁鱗1慰れ、鷲）§

　ク腿一タナンバー一濃駕．よびそ治．息だF疑．、）濃1度ジ齢・禽窪．）ウラン恥トジヴム・カ1ノヴムを蕉野1雛誤藪磁『『

導た）には，以下に述べるとお1蕗鰹馨包．）大きい結贔を用い考ξ｝必要が凝　　（嚢薮欝灘撚以1二〉“

　微分選脚暢合，3つのγ線スベク旨レ姻繋域を選択！〆嘘繋慮、、製嶋、ヂ軸γ蕪スベクト

ル褻藁銭窯のひとつとして，　カ1ノヴムのγ、繕歌翫4難室黛で奪　募農◎分灘1、覇煽窪祭と異齋奪様壽　トジヴム

の1大蓉なヴラン当歎二雛、よびカリウ、～のγ華蟻、’＞1㌧奮講チの欠如，こよ宏｝て『特鐸妙、恥針ら才も導鋤戴囲

藩鷺偽罵窯．暮～窯．？御額Vをと導ことができ蒸、、他の領域灘柔灘ジ潔・輩．雛～薫馨無窮Vは船ラン刈鷺よ

びト！lウ詐、グ翼プくの欝製｝ウ，ム当蝶察こ、柔貿、＞て憐寺霧蜘づ1　　勲．ノてい難　／饗』3i灘〉Ω

　この領域におけ蕎カリシムの筆，蟄駄他硲スベク1・ル領域紅おけ』よ雛も強く現われ《〉藤γ

秀線、．スベタ　トルの第Sの領／或として，　燐籍’ポ鵬耳○．難真艶V一ぺ／．8M馨V　の1範懸を選．斌ことができ

纂阜この霧道i三螺韓1，　トジヴムのプ無な霞ラン当纂業で｛、譲鷺γ篇三．蚤虞薫総琴㌃ヤ上3麹鳥V疏）績藤灘より

菟大蒸な；かンント数，こよつて特徴・1、3けら治、てい盗　（第窯表）9

　礁度がク塑一クナンバ層こ近い辮　　の穿謄ン磯1・夢ヴムリフ獅ンム鐙分離測定幹可能・魔を示
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　　鉱床覇、場における元素定籔：1こ関するγ…線工率ルギー分析の若干の問題（鹿島光雄訳〉

レ、ことて鷺軽る“

　釦、ゆ醸蜂度¢1影饗縛磁姦室寅欝寸博帆る。

　ヴラソ患憂よごブトリウ．ム系ダ畦渉、窒．／ミて罫カリウムのγ一線に1と・）て，　〔｝．5無恥vの工率ル・読翫一一を亀，

つ1敦舌しガンマ憂織のf瀞与一は義鯵額射絹．、1＝二（7、ンγ一藻i楽撫＝体の肇戯撫、3夢あま陰プくきくないとみなす受二とン鮮で・

蓉亥　（i，　3，　5）“

　、二次ガン㌣線徽、考慮しない物線グ．）強叡、／次式装表わすこ、と二ができ1添縣

　　　　　　　　　慧濯濃
　　　　　　1諜 一．

　　　　　　　　　　〆ξ

　　　　露は磐線吸駅ぴ、〉線吸収係数

　　　　鷹は単位li欝丁積髪あノミニ拶の輩螢度ご

　塞7くレ離　㌘，　そ緒し　　紘月脈力叉構壕父されて『いゼ7渠灘糞と紛壕囎蓋1ダ／参録の1警1こき　（｝，葵・へ援》．鴛汽蛋礁V◎・

エネルギー韻葭では，磐繍、類誌Lノて，鳴・．ね・ン散乱を受け膿9

　鵜蹴．ノ碧葦　〔8詳μ／爵の匪．ヒ（ゆは蔓．ζ1派箸鰹鐘〉　㌣．羨遡緊爬1ニゾ常鐙嬉薩絶あ恐とみ・1、蚕』夢こと漆　eき鵜“　と

すれ群濃篇卯（礁、蒙放射性物質の重二簸，濃度）急考慮阻入れ、て，

　　　　　　／＝一撃御ρ　諜慧π群（1（〉鱒宣，

　　　　　　　　　　μ

　と表わすことができ懲“すなわ彦検討された結恕，磐線の強さ1；t鉱脈密度1こ関係ヂく，襟

準化メ　ヅ、頁系i数はそヂル4　1石紛轡度1　　関｛系ない“、

　1光’叢li及i簾がき、ノだ・、た1勤誉をし，　まノこ1致舌しがン・礎懸翻’嵐降しくな《欧か、♂・γ一覇乏◎償良i或て埋ま

　複〔｝．s駕蕉◎vおス由iぐ）・漂鷲無駈デ鷲、1．ナ縁灘弩鉦1｛本～　　養｝嚢1奏麟む鋤ること業　羅な了ず・¢、

　艶線、スペクトル雛布と鉱体の物質組成～ゴ）関係1壌套塩お、1こび水銀幾，敷）不純物を欝糞す痘放

墨討一陰．鋤ζ牟勿の蔀デル、．碧修　 薄1，，トた

　舞ぎ農蘇iから　（カ…ブ：鐸）　4勿質》．）梅励原・子穏if 辱　（憂鷺融ff　l．柔慧め　己㌧23』まで、変嚢沿す　　〉　き、凱，㌘一牽泉

ス♂ζ、クトノレの車鴛爵》い・1．舞襲シつ　麟、）ち（｝．§難簸v紅対冗　　び“罫毒　搬｝釘添ことゑζ明らン翻である、｝

　i司梢その糸欝／褻1ま，継韓）研濠驚でも溺・鱗ン、も琶）難い、　ヌ聯ミで宇尋ら考もごい導⇔濤．むヱ耀鷺vン》ら2．7烈鷹襟v

奮一ゆ動嬬．轍びト艸，癖購．1，γ一線溝ネルギー領域紅職1黛｝入念ン1よ測定で訟でfが釜3か

ら繊Lま匿変イヒす≧謎賜・爵，　電鎧対藤　疑 効讐難こ、　　ご瀦影饗をうけ恐こσ〉灘ネル・ギー讃印成1こ激・》・

てγ一一・秀銀勇塗さの蓉麟ヒき、／蓉オ、）めて！戴、ズ野であ鷺〉。
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麹飴vへ・窯、学態雀戴v，糸吉感燕N蹴置　ぐぎめ蓄釜7（）颪γ1蹴ラ慨｝薄峯禽慧董．3．§穿6Pで摂導建iをぞ矛茸丈♂．〕　　　　　トリウ

ムお．歓ひくカリウム滋菰茎鍔諌三壌堰堂遥揚・合・のウラン達剴’定薩顎激寸謬絵整力叢舞ぎ婆表・に鷲妻さ才ゼぐいミ5導

　ウラミノ恥トi、｝ウ、ムし瞬農度猷柔○．（類、％，カ1ナゆム紘量．．○％とされた9

　第塩蓑か欝．》、董二記スベク／・ル範繊で1、露、出憩傷矧』／畷）遷別閾簸ご．）不安定性から生じた誤差は，

放射膨諺轍、〉濃度がク予ヂナンパバ識鼻・場含，揺動誤差と同じオー一タ仙であることが明ら

カ、にさ薄してい《）（毒霧3睾凝）ぐ、

結贔・分解能の分離頭　定精度に対すξン影響

　結品溝瓢（T1）　の分解能の分離測定精嚢に対す蕎影響を評鱗するため紅，　ウランおよびト

！ノウム薄歎のそヂル｝で』，　｛曇70照鵬，　分糞母自琶i3、導駕，笠7．誉，％，慧藝タぢおよoミ誌s％o．》結晶をナ鱗いて

ぎ賦竃婚管奪獄オ瞬毛、た。

　得多1三、慮、た罪・べ紹・ルを基礎靴し、て，頼域魂第茸三．仙艶v，盗、．勢墾vド鞠淵4．襲～3、奪
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鉱床税場における元素定量に関する瞥線工率ルギー分析の蒼干の問題（鹿鳥光雄訳〉

第暮嚢　各種の…餅釜嚇、職ボよるウラン濃度○、鍵傷の

　　　　　摂1禽》鐘、領濯麹こき‡するクラyの’1擁萄二謡襲欝美差桑

導ノ丁熱
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放馴生元素の濃度鷹測定の誤差を増大せしめゐ。

　第誌表にはト夢ウムの濃度博．薫駕～華．○磁驚の平衡ト掛ンム鉱中の混念イ1勿中の平衡ヴラン鉱

暮、縫駕の濃度におい愉ぐ，各種径の結贔瓢対す知1ンラン測定の棚対的賑平均二乗誤差が示され

て馬、≧ib

　相対的平均二漁乗誤差の計算は下llヒiのγ線スベタ1・ル範闘で二行なわれた，、

　　　　　　認鷺偽コ王．（）難難vへ’蓋．嚢麹無v

　　　　　　認鷺γ慧濡薫，§餌蕉悲vへ・2．7無艶v

　　　　　　鎖響定時‡間墾罵転濡玉（｝獄魚

　ヴラン濃度測定の相対的平均二乗誤差は濠とんど径譲Om　mの結晶を径7伽鷺驚の結愚ll二換え．

る際のオー一ダー一に減少した。

　径難～80瓢mおよび窯○～3叡照nφ結晶を用いて同じ分 離測定精度乾を得蕎ためには後者の

場合の測定時閥を数欝倍にしなければならない難径難m灘の結晶を薦いてタラ…クナンバー

濃度およびそれ／こ近い濃度のヴラン醇ト1ナ寧ム爆爵リウム4．）分離輔定を行なう場合充分な精度

を得養ためには測定時間は数分間で欺ければならない。この揚合，小さい径礎結晶を使用すれ

ぱ測定時闘を数時欄にさげそ）必要があ鵜。

　放射性鉱物の謙デル鉱体で実験を行なうのと並行して，韓．井モヅノ賦、佑鍵験が行なllっれたD

孔井諭デルに聡け婆実験の基本的な結果は，．1煮己結果と同様であつた。、

　で馨られた結撰も1いら次のような結難鵡をミ尊く胤とがで暴篠礁

　亙．　行なわΣ抱た実i、験から，『天然◎虜磁膳続1よ麹ゾζ：1，桑多、動シ「ン冊レーシ羅ンスベタ1・騨メーター

　　　ズ，ヴ曇ン・lGハ㌻ム・力脂㌘ム鐙定燈分離測定が可能であ榛こ撚毒1黛さ恥た“

　慕，　叢ネルギー　（｝．5聾蜘v　以、．ヒの　艶繕線の．スベク　ト痴組成の謡鰻緩から天然の地．騨にネ蝿，卦慕ウ

ラン謡　ト鄭ンム、リジ穿ウム◎分離購／定を行なう場合，実際一ヒ，麟一　　び鉱石の物質組威と蜜

魔φ定藁鶏分離郷気老の精慶紅対す資珪嚢影響は取ll除か二1ゼぐい添ゆ

　3．　大きな径の結晶　（？窟獄三㍊1、ξ一の　　　　　　　　f，天然の地勝に5嬉、1『る放射性、物質のク響

一一タナンバー璋農度の箕驚黛灘奪定を俘テなうる～二ができ，’またウラン庸トリウがノ・馨熟㍉！ヴム1絹1こ二量護冷

　　　　　　、て弱いが；がン　　　　　　　　く瀧とができ際、）

　魂．　そ1ね．墜渥　　　閃淳巽／磯憲れ．た秘鰻ンγ一麟ξスベ身トル1濃鎌螺竸で1、『　　　　　　　箕，結晶・鶴分

解能および測定器偽不安1竃娯1（激欝焦鎮ソ』下〉に、冊1銅濠ど開係しな㌧・、、

．圭．至1．γ一亨法に綴ナ馨激灘．γ一線xベクトル藻嘘

　γ一ツ1難貰熱襲に1、虹，i　　　，、叫蔭　〔繋）臣，　　　　　　　1ン》にi、さオド　　　　　残．＿

乱γ㎜靖鍛鐙特鰹鮎i生1契1懲篠、）し）仁　　．のま待殊桧ジ、1こ必ずし蓬こ訂充分’に二三た驚　　　　’実iil祭面で攣事／数

舞．て1》・敦5磨ず、幕
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鷺 1《x｝　　　懲0　　　20（）　　黛雛）翼鞭鶏

、～，、

孝峯種1～磯差変の爵｝不糸藝！鯵を・奮童yイ沙串垂銀津llの散義しン葦鰹黙

ペグトノレ　　　至～光餐£尊及li鰹系懲ζのグジ7

　鉛の不純物を含・んだ砂でできた孔井董ヂルで得られた散乱γ線の拡大スペクトルを検討し

てみよう　（第感図）。スベクトル全体の形に一）いて慧すで轍良く知られている⇔

　鉛の濃度』が増大す誉）麺従・．》てスベク　トルが変・批すること紅注慧しよう．　50諮一20（）K綜vの灘

ネルギーイン拠一バルで／激，カーヅ下グ）面榔、よ減少匙、ているが，§OKcV付近では鉛の濃度が

増大す愚に従つて増大す篭）傾向がみら瀬、筈）。　この傾尚は正確挺8縷驚Vに対応する鉛での光

償蕊蔓及三1叉K－1端に。美つて委説轡／さ穿器る噛

　重元素に，とつて雄，蛍光で放出されるエネルギー一・はほぼ完全に瓢レク！・灘ンがLレベルか

らK一レベルヘ順移行り噺るエネノレギーに等しいむ　鉛莚iついては載難一載鶴蹴73K£Vである。　擁｝

電吸収のK・一端および螢光エネルギー放繊はシンヂーレーシ灘ンスペ列・零二梁メー一ターを用いて

充分観察できる。脳）事実轄被雑な鉱石，例吏ば鉛パリウム，水銀アンチモソ鉱脈に季、継る重

ラ鳶素・の同定σ至）範とデアぐ重要£である。

　K一端観察実験は機、井の実際的条件で完全に行なン1）れた警

　実験と計算で，鉱体櫛有効原子番号論ヂfジ）嚢化が○一壌むO　KeV諜ネルギー領、域で散乱放

射線スペク1・ルを根本的紅変化させ難の紅対しで鉱体および鉱物の欝鷹嚢化は磐γ法で使用

される散乱放射線エネルギハー一の≦豊領域（○～憩OG　KeV）で事鑓薯上同一／こ現われることが示さ

れている。それゆえ濤チヤンネルの灘γツスベクト鐸メー撹一で行な牽．〉れる訳，井測定は同時に

鋤fま’と密度とを，すなわち翻．1物および密度の異常を決定することができる“

　1剴定はそれぞオ～（）～2（）（）K愈Vお，美び200～5（）OK建V群）領講或でコ行なわオ「むた。

癬織輸謙は，瀬の繊分と硬成頒1畷一様鷲）癩することが
便篇である。慧チヤンネルスペク鎚メータ…を用いての測定は，孔井研究を早蹴）るだけでな

く，密。度吟とZ慧誉鑓）グ槽7の相業拍勺1な糸吉び付粥きの謬鍵裟をも取匙）除く。　舞ぎ§鷹1にテ糞されている

こ6）ようなダヅルグヲフの例は凝茨岩と方鉛鉱の、轄在、，お、試び申層をもぢ）凝灰岩とグ）籍度と

78《藝28）



鉱床現聯こおける元素定量1こ騨す恐γ一線黒ネルギ～チ搾纏選汗の問題（鹿、賠光雄訳）
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伽仔とを特徴づけてい恐、

　鉱体の天然放射能が高い場合，○～50麟舞Vの領域において撫鐸と密度とを測定す添際

のγ欄法におけると同じスベクトルの処理方法を用いることができる．第釧灘こは，慌藩

まな鉛濃度で鉱体の天然放射能のスベクトルを測定した実験結果瀞示されている。

　スペクトルは第誌図に承麟隻、たスベクトルと全く同様である、

礁．申橡畢捕獲の際の磐線に慮馨灘灘の定量測驚鐙欝能性に瀞いて

　化学元素の原子核を熱判生子で照射した場金，磐線が発生す暑｝が，そのスベクトルはおの

おのの核鶉特徴的な物ピ…一クからなつている．磐線放射諜ネルギ…の総体は核中磯核子結

合のエネルギーと等しく，平均？～S醗奪Vであ燈。中性子浦懲こ伴1）艶線8）こ¢）ような熟

ベクトルの分析でしばしば複雑な化学組成をもつ物質申におけそ貌芝）れ（二れの元素¢）存在を知る

ことができる．

　想照年轍われわれが行なつた孔井中での実験によウて1膿〕鉱体中の幾つかの元素を検鐵
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　中性子線源とし，て放射能数キユ痙ノィ．）鶏＋、翫プレパ堕絹・が用蕎・られた。師線7・ベ
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